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会長のことば 

 

会長 畔上
あぜうえ

ラム智子 

 

 皆様、年末が押し迫ってきたこの頃、いかがお過

ごしでしょうか。今年は、例年に比べ比較的暖冬で

私の住んでいるカナダ中西部のサスカチュワン州も

まだ積雪がなく穏やかな初冬、、と思っていた中、い

きなり景色が雪で覆われてしまいました。長い冬の

到来です！ 

 まず、今年の夏を振り返ってみましょう。2013 年

の年次大会は、CN タワーを背にする由緒あるトロ

ント大学のキャンパスで開催され、参加者の皆様に

は、好天にも恵まれ、三日間の大会を十分に満喫し

て頂いた事と思います。今年は、今までで最も多く

の参加者が集まり、盛大なイベントとなりました。 

 今年、CAJLE は 25 周年という節目の年を迎えま

した。CAJLE は 1988 年に前トロント大学の中島和

子氏（1998 年 CAJLE 名誉会長就任）を筆頭に、カ

ナダにおける日本語教育の振興を目的として発足し、

春の研究発表会、夏の教師研修、秋の公開講演と、

当時から活発に教育活動が行われ、オンタリオ州を

基盤にカナダにおける日本語教育と教師連携の基礎

を作りあげました。そして、1997 年には、カナダ全

国、又、他の国々から一人でも多くの参加者が振興

会の行事に参加しやすくなるように、これらの主な

活動を夏に年一回の集大成とするように年次大会と

いう形で始められました。その後 2002 年まで、トロ

ントで毎年年次大会が開催されていましたが、その

後、西はブリティッシュ・コロンビア州のビクトリ

ア、中部は、サスカチュワン州、アルバータ州、東

はニューブランズウイック州と、振興会の名にふさ

わしく、カナダ全域にわたり日本語教育の振興に努

力してきております。2014年は、初めてケベック州

のモントリオールで年次大会が開催されることとな

り、さらにカナダ国内における日本語教育活動と教

師間の連携を深めていくことが出来ればと思ってお

ります。 

 このような CAJLE の発展の裏には、それを支える

当振興会の理事の貢献、尽力は言うまでもありませ

ん。今年は、理事改選の年ではありませんでしたが、

理事補充が必要となり、新たに、脊尾泰子氏 （マギ

ル大学）、萩原あみ氏 （ノーザン・ブリティッシュ・

コロンビア大学）、米本和弘氏 （ブリティッシュ・

コロンビア大学）の三名が理事に加わって下さり、

CAJLE の新戦力となって下さいました。 

 さて、今年の年次総会でもお伝えしましたが、こ

の場をお借りして、再度、皆様にお知らせしたい事

があります。当振興会は、1988 年にカナダ連邦政府

の Canada Corporations Act により、非営利目的の団

体 (NPO)として発足しましたが、来年、約 100年ぶ

りにこの法令が Canada Not-for Profit Corporations Act

として変わることとなり、継続を希望するどの団体

も継続申請、定款改定が義務づけられております。

団体の継続申請については、今年の年次総会におい

て会員の皆様からの承認が得られました。新定款は、

現在、私をはじめ担当理事間で原案作成中ですが、

提出期限が 2014 年 10 月ですので、来年の年次総会

において会員の皆様の承認が必要となります。この

件につきましては、総会以前にオンラインで会員の

皆様にお知らせし、新定款をご覧になって頂き、そ

の後、承認をお願いする流れとなります。この承認

は、全会員の三分の二の承認が必要となりますので、

何卒ご協力のほどお願い申し上げます。 

 最後になりましたが、本年も皆様の多大なご支援

により、数々の活動行事を無事に成功させることが

でき、厚く御礼申し上げます。来年も更なる発展、

飛躍に向けて、より一層の努力をし、皆様からより

一層のご支援を賜りますよう、理事一同、心よりお

願い申し上げます。 
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CAJLE2013年次大会を終えて 

 

2013年度 CAJLE年次大会を振り返って 

CAJLE2013 実行委員代表 小室リー郁子 

 

夏のひと時皆様をお迎えしたトロントは、雪の舞う日

が増え、長居を決め込んでやってくる冬将軍の到来を待

つのみとなりました。先日久しぶりに会場となった建物

に足を踏み入れ、あの三日間の熱気を懐かしく思い起こ

すとともに、地元トロントはもとより、遠くから何時間

もかけてご参加くださった皆様に改めて感謝の気持ちを

お伝えしたいという思いを強くしました。本当にありが

とうございました。 

  CAJLEの 25歳を記念する年次大会は、8月 22日から

の三日間トロント大学にて開催の運びとなりました。ト

ロントをはじめカナダの各州から、そして、日本、アメ

リカ、中国、台湾、モンゴル、韓国、フランスから、153

名の方が参加されました。 

 

鎌田修先生（南山大学）ならびに近藤ブラウン妃美先

生（ハワイ大学マノア校）には基調講演と教師研修をお

願いし、大会テーマである「『できる』を評価する―学び

を支える教師の役割とは―」を異なった角度から考え直

すきっかけを作っていただきました。また、特別講演に

は Michael Salvatori 氏（Canadian Association of Second 

Language Teachers(CASLT)当時会長）をお迎えし、カナダ

オンタリオ州における外国語教育の現状と今後の展望に

ついての具体的なお話を伺いながら、カナダで教鞭を執

る者として、日本語教育を外国語教育の一つとして捉え

ることの重要性を再認識いたしました。 

研究発表は、従来の口頭発表だけでなくポスター発表

を加えました。それにより参加者の方々には、三つの発

表会場において三日間を通し多岐にわたる研究内容に数

多く触れていただけたと思います。また、CAJLEの支部

会オンタリオ部会によるポスター発表では、州内で行わ

れている日本語教育機関を総括的に見ていただくことが

実現しました。このほかにも年次総会、懇親夕食会、日

本語教材・関連書籍展示販売等を実施しました。 

実は、今回本大会の企画を練るうえで実行委員が特に

力を入れたことが三つあります。一つはカナダの日本語

教育に携わっている方々が参加しやすい、また参加した

いと思えるようなプログラムを盛り込むことでした。特

に、会場となったトロント地域は大学での日本語教育の

みならず、継承語や、高校生・社会人を対象にした日本

語教育が非常に盛んな地域であることを考慮に入れ、多

様な学習者に接している多様な先生方を念頭に置いたプ

ログラム内容にしたいと考えました。二つ目は、同じく

カナダでは日本語を母語としない先生方が多く活躍され

ていることを鑑み、英語での講演や研修、また研究発表

を多く取り入れることに重きを置きました。視覚資料に

使用する言語と発表言語とをあえて日英両言語で準備し

ていただいたのにはこのような背景があります。三つ目

は、日本語教育とは直接接点がないようにみえる方々に、

日本語教育について知っていただき理解を得ることでし

た。その過程を経て日系企業をはじめ非常に多くの方々

からあたたかいご支援を賜ることとなりました。今回蒔

くことのできた小さな種が将来大きく育つことを切に願

います。 

カナダの日本語教育は、カナダという国がまさにそう

であるように、教育機関も学習者も、そしてそれを支え

る教師たちも様々です。その中でカナダ全体を見渡し、

同時に外の国・地域とも繋がっているCAJLEであるから

こそできることを、今後も継続させていきたいと思って

います。皆様と、また来夏年次大会でお目にかかれます

ことを、今から心待ちにしております。 
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参加者の声 

本大会では開催地トロントから遠く離れた西の２州で活躍される中等教育・継承語教育の先生方の参加が実現しました。

それぞれ感想を寄せていただきました。― 編集部 

 

Miriam Irons, Lindsay Thurber Comprehensive High School, Alberta 

    I had the opportunity to go to the annual CAJLE 

conference this summer in Toronto.  As a non-native 

speaker and teacher of Japanese at the high school level, 

I really appreciated how the organizers made the effort to 

make it more comprehensible to me by having the 

keynote speakers speak in Japanese with English 

subtitles or in English with Japanese subtitles.  Thank 

you! 

    The number and variety of sessions was indeed 

numerous.  I gleaned some new ideas and heard about 

some exciting projects and research that other Japanese 

educators are doing. For example, teaching learners how 

words are converted from English to Katakana. I realized 

that I needed to research and teach how to convert words 

into Katakana from English as opposed to just teaching 

the katakana word itself. The researcher from Mongolia 

provided me with kanji teaching ideas and concrete 

examples. Meeting other Japanese teachers and 

networking with them also filled me with excitement and 

new friendships. I was most motivated to improve my 

own Japanese level too. 

    I must confess that I made a mistake by assuming 

for many years, that this conference did not relate to me 

because I was a high school teacher!  In fact, there was 

so much interesting research presented that I will 

probably spend the next year slowly processing all that I 

had listened to and heard. If I can, I will, from now on, 

go to all future CAJLE conferences. 

 

 

The Mighty Forest of Language 

Martha Bassett, St. George’s School, Vancouver, BC 

 

    I am grateful to CAJLE and St. George’s School for 

supporting my participation in the CAJLE Conference 

2013 in Toronto. As the Jet Coaster of the new academic 

year rolls me along, rumbling up and roaring down and 

around, it is important to pause and reflect upon how my 

practice and my students are benefitting from the 

Conference. I have returned to Vancouver more aware 

than ever before of the value of authentic, task-based 

instruction and assessment in support of student (and also 

teacher!) learning.  

    I had not previously thought of inviting my students 

to help design their own learning tasks; and now they 

have introduced me to the Vocaloid singing voice 

synthesizer. 

    The reality of our Global Village is such an 

over-abundance of resources that I sometimes forget to 

use visuals and BOTH the target and shared languages. 

The experience of the ‘Companion Languages’ 

presentations by Keynote Speaker Professor Osamu 

Kamada, and Workshop Facilitator Professor Kimi 

Kondo-Brown, has given me a new idea for more 

meaningful learning tasks.  

    My Beginner students are often frustrated by their 

limited ability to address complex, ‘interesting’ content. 

A possibility I will try this year is for students to give 

similar ‘Companion Languages Presentations’. The 
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PowerPoint or poster visual content of their choice will 

be in the shared language (English); and their learning 

task will be presented or in their own simple Japanese; 

OR vice-versa. 

    The rewards of the real-time, face-to-face 

encounters at the Conference lunches and the Hart House 

reception have reminded me that the hard work behind 

creating community experiences for learners is never 

wasted. Every encounter expands our horizons. 

    Much to my surprise, it was a ‘grammar’ workshop 

that has exploded my own horizon on language teaching 

and learning. I have always encouraged my students to 

aspire beyond the Instrumental tool (ex: ‘Me taxi hotel’) 

to a culturally competent Integrative level of 

participation (ex: ‘Your money or your life’). However 

Barbara Carter-sensei’s workshop, Person Reference 

Terms Used by Gay Men in Japan: Japanese Beyond the 

textbook, has opened my eyes to the Identitive Power of 

language. The choice of a pronoun (私、僕、俺、あたし

… ) can be a vehicle to beyond the Instrumental what, 

when, where, how many; to beyond the Integrative why 

and how; to a powerful Identitive declaration of WHO I 

AM.  

    Somehow lost in the shrubbery of counters and 

particles, I had lost sight of the mighty forest that is the 

power of languages. With many thanks, MB. 

  

 

ベイリー氏江智子（Burnaby Japanese Language School, BC） 

 

「できる」を評価する―学びを支える教師の役割と

は、という今回のタイトルを知ったとたんに、私は

今回の学会には何があっても絶対に参加したいとい

う気持ちになった。これだけテクノロジーが進化し

ている現代において、学習者が教師を必要としてい

るのか、もし必要としていればそれはどのような部

分を教師に期待しているのか、また教師としてはコ

ンピューターではできないどの部分をサポートすれ

ばいいのか、これらが最近の私の大きな課題だった

からだ。まず初日と二日目に行われた、南山大学鎌

田先生の温かいお人柄が感じられる基調講演とワー

クショップだが、学習者の現実生活で活用できる日

本語能力を評価することはなかなか難しい。実際に

鎌田先生の講演のビデオに出演していた学習者も普

段のクラスによく存在する例で、その学習者の能力

を判定する際に表面的なことに惑わされてしまうこ

とも多いのが事実である。それを避けるために、OPI

の構造に忠実にサンプルを採取し、評価する事が大

切である。その上で学習者が遭遇するであろう現実

生活における接触場面をできるだけ多く考え、それ

に基づきスパイラルなアプローチで指導を続ける。

これが無理がなく、かつ建設的な能力の向上につな

がる点がとても勉強になった。そして二日目のハワ

イ大学マノア校の近藤先生による TBLT のためのア

チーブメントテストのご講義を拝聴し、学習者の能

力を正しく評価しそれに基づいて指導していくのは

生身の教師だからこそできることではないかと思っ

た。そのためには、日々変化している社会情勢に常

に目を配り、的確なニーズ分析が欠かせないもので

ある。学習者の背景が多岐にわたる現在、この点が

私にとって大きな課題であると考えた。また同じく

近藤先生の三日目の講義のテーマである「継承日本

語話者の言語および文化体験」は二人の子供をバン

クーバーで育てている私にとって、とても興味深い

ものであった。継承日本語話者とはいえ家庭、個人

の趣向など様々なファクターにより多種多様な能力、

レベル、そして人格が作り上げられていくのである。

私の継承語クラスの生徒を見てもまさにその通りで、

その素晴らしい能力を今後どのようにして生かすこ

とができるかが、カナダ社会においてもとても大き

な課題だと思う。現在では継承語話者が持っている

能力が成人してから生かされる時がとても限られて
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いる。彼らの潜在する能力が高等教育でさらに磨き

がかかれば私たちの社会にとって大きな財産になる

であろう。そのためには一旦高校卒業という形で終

わってしまっている日本語学習をぜひ高等教育でも

続けていけるようにする的確なシステム構築ができ

れば、と願っている。その意味でも他の第二言語教

育者との横のつながりはとても大切なものとなって

いくと思われる。今回カナダ第二言語教師会会長の

サルヴァトーリ氏をお招きしたのは大きな収穫だっ

たと思う。朝 9 時から夕方まで三日間参加させてい

ただいたが、今回の学会での一番強い印象はテーマ

が多岐にわたっていて、またとてもエキサイティン

グな内容だったということだ。私自身が子供から大

人まで指導しているので、どの発表を拝聴しても興

味深く、三日間がとても短く感じた。このような素

晴らしい学会を計画、運営そして成功させた CAJLE

実行委員の皆さんには本当に頭の下がる思いである。

また他の会員やボランティアの方々には本当に温か

く迎えていただき心より感謝している。慣れないト

ロントの交通機関のため迷ってしまい、前夜の受付

時間に遅れていった私を笑顔いっぱいに迎えてくだ

さりどんなにホッとしたことか、お礼の言葉は尽き

ないが、最後に CAJLE の今後のますますの発展をお

祈りして私の文をしめたいと思う。 

 

大会アンケート結果の抜粋 

書記 萩原あみ

 

2013 年度 CAJLE 年次大会は、オンタリオ州トロン

トにて、カナダ・アメリカ・中国・台湾・韓国・モ

ンゴル・日本・フランスから 153名の参加者を迎え、

三日間の日程で基調講演、教師研修、研究論文発表、

ポスター発表、教材展示販売等が催された。年次大

会アンケートは、回答者数 71 名、下記の結果がまと

められた。 

 

１．大会全体の評価 

「非常に満足」「満足」が合計 91.8%と、よい

評価が得られた。 

２．大会全体の意見・感想 

ポジティブなものとしては、「 I made 

connections I plan to treasure」「みなさんの発表

や意見交換ができてよかった」といったネッ

トワーク構築を述べたもの、海外からの参加

者からは特に「アットホームでみんなが学び

あう態度が強く感じられた」「カナダの日本

語教育の熱意が伝わった」といったフレンド

リーな面を評価するコメントが多かった。改

善が望まれている点としては、空調の不備、

二つの会場の移動に関するコメントが最も多

かった。また、大会プログラムの時間と開催

日の日程についての意見もあった。その他、

「レジュメがどのセッションを受けてももら

えるとありがたい」「大会パッケージの量が

多く移動が不便」「More high school, junior high 

teachers need to attend? Why not have a high 

school teacher + university researcher present 

together」「The conference might want to consider 

making one of the days (Saturday) geared towards 

high school teachers」「見たいプレゼンが重な

っていたことが多かったので、ビデオに撮っ

ておく事は可能であるか」といった意見・質

問もあった。 

３．セッションの意見・感想 

全体として、色々な機関での教育の状況がよ

くわかり勉強になったことが多くあげられて

いた。基調講演は「勉強になった」「充実し

た内容だった」、教師研修は、「つながりの

あるテーマ」であり「色々な事例を見せて頂

けたのが良かった」といった意見のほか、「活
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動がもっとしたかった」という声、日英両語

にての講演は賛否両論が述べられた。オンタ

リオ部会特別企画・J-GAP 口頭発表は「重要

なテーマを扱っていた」「情報を集めたり整

理したりしたことがよかった」「色々な方と

交流を図ることができてよかった」、口頭発

表は「質が高く」「ためになった」といった

高い評価が得られた。また、ラウンドテーブ

ルに関しては「スカイプや Google Hang Out の

試みは斬新」、ポスター発表は「様々な教育

機関の情報を一度に共有でき有意義」という

充実したセッションを評価する意見があった

が、「もう少しスペースに余裕があれば良か

った」という意見もあった。 

４．今後取り上げてほしいテーマやトピック 

今後希望するテーマとして、大きく分け、(a)

継承語教育、(b)ワークショップ形式、 (c) 日

本語教師養成講座形式を望む声、(d)その他、

に関することがあげられた。それぞれ、具体

的なコメントは以下の通りである。(a)「継承

語話者と外国語としての日本語話者のリンク

の構築はどのようにするべきか」「今後十年

のグローバル化による日本語教育学会を見据

えた考察」「継承語教育における現場で使え

る教え方のテクニックなどのワークショップ」

「バイリンガル関係の分野」(b)「使われ方が

変わりつつある言葉 (例：「全然」＋肯定形）、

動詞のい形容詞用法（例：「違くない」）な

どをどこまで教えるか」「Content-base teaching」

「ピアラーニングに関するテーマ」「ルーブ

リックアセスメントについて」「カナダでの

初等、中等、高等教育の連携と外国語教育へ

の応用の状況等」など。(c)「様々な教育機関

においての日本語の指導方法」「日本語教育

者のための養成講座」「教員の指導実践力に

ついて」「アイデンティティと日本語教育、

教師教育／研修」。(d)「論理的思考の構築に

ついて」「他の言語教育に携わっている言語

教師の研究紹介や交換活動」「もっと具体的

な内容がほしい」「a day for highschool teachers 

(which may involve encouraging more 

presentations in English)」 

５．今後の開催地の希望： 

トロント、モントリオール、バンクーバーな

どが希望開催地として挙げられた。 

*** 

 

参加者の皆様、アンケートのご協力、ありがとうご

ざいました。今回のアンケートは両面で長かったの

ですが、その分、皆様の貴重なご意見を詳細に聞か

せていただくことができました。ご記入いただき深

く感謝致します。また、予備のアンケート用紙を投

函箱の横に切らさずに置くことを含め、皆様のご意

見は、今後の参考とさせていただきます。 

 

 

 

 

CAJLE トロント大会 Proceedingsのウェブ掲載について 

 発表企画 柴田智子 

CAJLE会員の皆様、2013年度 CAJLE年次大会（トロント大会）の proceedingsのウェブ掲載が完了いたしました。

以下からご覧いただけます。   

Home (http://www.jp.cajle.info/ ) → Publications をクリック→ Conference Proceedings をクリック 

 

http://www.jp.cajle.info/
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CAJLE 2014年次大会のご案内 

CAJLE 2014 実行委員会 

 

CAJLE 2014年次大会は、ケベック州のモントリオール

にて、下記の通り開催することとなりました。 

 

テーマ：「言語教育とアイデンティティ： 多文化社会

における日本語教育」 

日程： 2014年 8 月 20 日（水）―21 日（木） 

開催地：ケベック州モントリオール Best Western 

Ville-Marie Hotel & Suites, Montreal, Quebec  

(http://www.hotelvillemarie.com/)  

基調講演・教師研修：菅野康子先生（テンプル大学） 

(http://sites.temple.edu/ykanno/) 

公開討論会議長：金谷武洋先生（元モントリオール 

        大学） 

 

 ケベック州は、ご周知の通りカナダで唯一人口の約

8 割がフランス語話者で、公用語がフランス語という

ユニークな地域です。本大会ではこの特色を生かした

プログラムを組み、また、アート、音楽、食の文化が

豊かなモントリオールの街を参加者の皆様に楽しんで

いただけるような大会にしたいと考えます。 

 

 言語教育は学習者の文化的背景、アイデンティティ

と切り離して考えることができない密接な関係にあり

ます。カナダのような多文化・多言語社会を謳う国に

おいては、日本語学習者の背景も多種多様であり、そ

れを視野に入れずしては、効果的で意味ある教育を行

うことは望めません。本大会では、ここに焦点を当て、

基調講演と教師研修会の講師として、応用言語学分野

におけるアイデンティティ研究に貢献されている、テ

ンプル大学の菅野康子先生をお招きしています。 

 また、公開討論会では、ケベック州において日本語

教育に携わる先生方に登壇していただき、それぞれの

教育現場での現状、課題などについて発表していただ

く予定です。その議長には、長年モントリオール大学

で教鞭を取られた金谷武洋先生をお招きしています。 

 多数の皆さまのご参加をお待ちしております。 

 

情報は近日 CAJLE ウェブサイト http://www.cajle.info 

にて掲載、随時更新してまいります。 

  

お問い合わせ先：CAJLE2014 大会実行委員会  

cajle2014@gmail.com  

 

 

CAJLE 2014 Annual Conference 

Organizing Committee for the CAJLE 2014  

 

We are pleased to announce that the CAJLE 2014 Annual 

Conference will be held in Montreal, Quebec. 

 

Theme: Language education and identities: Japanese language 

education in multicultural societies 

Dates: Wed. August 20 - Thu. August 21, 2014 

Venue: Best Western Ville-Marie Hotel & Suites, Montreal, 

Quebec http://www.hotelvillemarie.com/  

Keynote Lecture/Teacher Workshop: Dr. Yasuko Kanno 

(Temple University) http://sites.temple.edu/ykanno/ 

Open Forum chair: Dr. Takehiro Kanaya (University of 

Montreal) 

 

The province of Quebec is renowned for its predominantly 

French-speaking population and its sole official language being 

French. The CAJLE 2014 Annual Conference will place this 

CAJLE2014 

http://www.hotelvillemarie.com/
http://sites.temple.edu/ykanno/
http://www.cajle.info/
mailto:cajle2014@gmail.com
http://www.hotelvillemarie.com/
http://sites.temple.edu/ykanno/
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unique aspect of Quebec in perspective and discuss language 

education and identity. 

 

We will welcome Dr. Yasuko Kanno of Temple University for 

our Keynote Lecture as well as for the Teacher Workshop.  

She is specialized in applied linguistics in particular subjects 

such as linguistic minority, bilingual education and ethnography.   

Her lecture will focus on a topic, “Importance of identity in 

language education”.   

 

For the Open Forum, we will invite Japanese language teachers 

in Quebec to discuss their experiences and challenges.  Dr. 

Takehiro Kanaya, who taught at University of Montreal for 

many years, will give a short lecture and facilitate the forum. 

 

We hope that many of you will join us in the CAJLE 2014 and 

enjoy the charming city of Montreal. 

 

Information regarding the conference will become available 

shortly and be updated at the CAJLE website 

(http://www.cajle.info).  

  

For inquiries, please contact us at:  

cajle2014@gmail.com 

 

 

CAJLE 2014年次大会研究発表募集 

発表・企画 

大会テーマ：「言語教育とアイデンティティ：多文化社

会における日本語教育」 

日時：2014年 8月 20日（水）、21日（木） 

開催地：モントリオール、Best Western Ville-Marie Hotel 

& Suites (http://www.hotelvillemarie.com/ ) 

基調講演・教師研修：菅野康子先生（テンプル大学） 

http://sites.temple.edu/ykanno/ 

 

 研究発表は、日本語教育、日本語学、継承語教育な

どの理論的考察、実践報告、また教材開発などを扱っ

たもの、特に大会テーマに関わる発表を歓迎いたしま

す。 

 研究発表には、口頭発表（発表 20 分、質疑応答 10

分）とポスター発表（90分）があります。本大会にお

いては、発表言語は日本語、英語、およびフランス語

とします。 

昨年同様、大会 Proceedingsを発行し、ウェブサイト

上に公開します。詳細は近日 CAJLE ウェブサイト

（http://www.cajle.info/）に掲載しますので ご参照下さ

い。これに加え、ジャーナル投稿にふさわしい研究発

表を選考の上、大会終了後、Journal CAJLE vol. 16への

投稿のご案内をいたします（投稿論文は、査読審査の

上、採否の決定を行います）。  

応募資格： 

 発表者は当会会員に限ります。共同研究者も含め応

募の時点で会員手続きがお済みでない場合は、選考の

対象となりませんので、ご注意下さい。入会案内は

CAJLE ウェブサイト（http://www.cajle.info/）をご覧く

ださい。なお、共同発表を含めて、応募は一人一題ま

でとします。 

 

応募方法： 

口頭発表・ポスター発表の申し込みは以下のものを

メールで下記までお送りください。 

1) 要旨：MS Word file (.docまたは.docx)で、 ファイ

ル名を“CAJLE2014_title” にして下さい (titleは

英語、または仏語のタイトルの始めの 10文字ま

で。言葉と言葉は underscoreでつなげる。例：

“CAJLE2014_What_is_Lost” for the title of “What is 

Lost in Translation?”)。この要旨は採用された場合、

大会当日の配布資料に掲載されます。 

a) 発表タイトル：日本語（Mincho, font size 12）

と英語（Times New Roman, font size 12）、ま

たは日本語と仏語（Times New Roman, font 

size 12）。 

b) 発表の要旨：発表の言語と同一の言語で書

http://www.cajle.info/
mailto:cajle2014@gmail.com
http://www.hotelvillemarie.com/
http://sites.temple.edu/ykanno/
http://www.cajle.info/
http://www.cajle.info/
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くこと。日本語要旨は 700字以内（Mincho, 

font size 12, single-space）、英語・仏語要旨は

350語以内（Times New Roman, font size 12, 

single-space）。 

2)    発表・応募者に関する情報（メールの本文に以

下を記載すること。） 

a) 発表タイトル（日本語と英語、または日本

語と仏語） 

b) 発表者の氏名（日本語とローマ字で共同発

表者全員の氏名を明記） 

c) 所属機関および役職（日本語と英語、また

は日本語と仏語で共同発表者全員のものを

明記） 

d) 発表形態（口頭発表希望／ポスター発表希

望のいずれかを明記）＊選考の結果、発表

の形態がご希望に添えない場合もあります。 

e) メールアドレス、電話番号、住所（代表者

のみ） 

3) 大会発表申し込み先：tshibata@princeton.edu（件

名は"CAJLE 2014 Proposal"でお願いします） 

締切：2014年 4月 14日（月）必着 

採否通知：2014年 5月 12日（月） 

 

CAJLE 2014年次大会 Proceedingsのガイドライン 

提出締め切り：2014年 9月 1日（月）必着 

1. 大会発表者（ポスターを含む）は大会 Proceedings

に発表論文を寄稿できます。この大会 proceedings

は CAJLEウェブサイトで公開されます。 

2. 原稿はMicrosoft Word （.docまたは.docx）で作

成し、期日までに Tomoko Shibata  

（tshibata@princeton.edu）宛にお送り下さい 。メ

ールの件名は「CAJLE2014 Proceedings」として下

さい。 

3. 大会 Proceedingsの原稿は発表言語と同じ言語で

書いて下さい。形式の詳細は近日 CAJLEウェブ

サイト（http://www.cajle.info/）に掲載しますので 

ご参照下さい。 

4. 大会Proceedingsは Journal CAJLEとは異なるもの

です。 

 

 

CALL FOR PROPOSALS: CAJLE 2014 Annual Conference 

 

Theme:  

  Language education and identities: Japanese 

  language education in multicultural societies 

Conference Date 

  August 20 (Wednesday) – August 21 (Thursday),   

   2014  

Conference Venue:  

  Best Western Ville-Marie Hotel & Suites, Montreal, 

    Canada  http://www.hotelvillemarie.com/  

Keynote & workshop Speaker: 

  Dr. Yasuko Kanno (College of Education, Temple  

  University)  http://sites.temple.edu/ykanno/ 

 

Abstract Submission Deadline: Monday, April 14, 2014 

Notification of Acceptance: Monday, May 12, 2014 

We invite submission of abstracts for paper 

presentations and poster presentations on topics 

including, but not limited to, Japanese linguistics, Japanese 

language pedagogy, Japanese as a heritage language, as well 

as innovative teaching techniques. Submissions related to 

the conference theme are especially welcome. The allocated 

time for each paper presentation is 30 minutes (20 minutes 

for presentation and 10 minutes for questions and 

discussion), and posters will be presented in a 90-minute 

poster session. Presentations may be given in either 

Japanese, English or French. We will publish the 

conference proceedings on our website. Detailed 

information will become available shortly at the CAJLE 

website (http://www.cajle.info/).  

 

mailto:tshibata@princeton.edu
mailto:tshibata@princeton.edu
http://www.cajle.info/
http://www.hotelvillemarie.com/
http://sites.temple.edu/ykanno/
http://www.cajle.info/
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  Please e-mail submissions as attachments in .doc/.docx  

(Microsoft Word) file format, with the following 

information to: tshibata@princeton.edu. Please specify the 

subject line as “CAJLE2014 Proposal.” 

 

1) the attachment  

a. Paper title (in both Japanese and English, 

or in both Japanese and French) 

b. Abstract: 700 letters (Mincho, font size 

12, single-space) in Japanese or 350 

words (Times New Roman, font size 12, 

single-space) in English/French 

Please name the word file as “CAJLE2014_title” (for 

the “title” part, use up to the first 10 letters of your 

English/French title. Ex. “CAJLE2014_What_is_Lost” 

for the title of “What is Lost in Translation?”). The 

abstract should be written in the same language as the 

one you use in your presentation. 

2) In the email 

a. Paper title (in both Japanese and English, 

or in both Japanese and French) 

b. Name(s) of the presenter(s) (in both 

Japanese and English, or in both Japanese 

and French; list all co-presenters),  

c. Affiliation and title (in both Japanese and 

English, or in both Japanese and French; 

list each co-presenter’s information), 

d. Type of presentation: choose either 

“paper presentation” or “poster 

presentation”. *We cannot guarantee that 

you will be able to present in the manner 

of your choice. 

e. E-mail address, phone number, and 

mailing address (contact person only) 

 

Individuals may submit only one proposal as presenters or 

co-presenters. Presenters must be members of CAJLE and 

non-members will be required to submit a membership 

application by the time of the proposal submission. 

Membership information is at the CAJLE website 

(http://www.cajle.info/).  

 

Selected presenters at the conference will be invited after 

the conference to submit their papers for article length 

publication in Volume 16 of the Journal CAJLE. Those 

submissions will undergo a separate reviewing process set 

by the standards of the journal. 

 

Guidelines for CAJLE Conference Proceedings 

 

1) Deadline is Friday, September 1
st
, 2014 

2) Please submit via e-mail attachment in Microsoft 

Word (.doc or .docx) to us at 

<tshibata@princeton.edu>. Please specify the 

subject line as “CAJLE2014 Proceedings_YOUR 

NAME.” 

3) Your paper should be written in the same language 

as the one used in your presentation. 

Detailed information including the format of the 

Proceedings will become available shortly at the 

CAJLE website (http://www.cajle.info/).  

 

 

 

 

 

 

 

mailto:tshibata@princeton.edu
http://www.cajle.info/
http://www.cajle.info/
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部会・教師会情報 

 

CAJLE オンタリオ部会・J-GAP 活動報告 

有森丈太郎 

 

 8月に行われた CAJLE年次大会は 4年ぶりにトロ

ントでの開催となった。前回 2009 年の大会テーマは

「これからの日本語教育を考える―教師間・教育機

関の連携を目指して」であったが、その後オンタリ

オ州ではトロントを中心に教師による情報交換会

「日本語学習を継続させる」と、 J-GAP カナダ

（Japanese Global Articulation Project）の二つの活動

を続けてきた。振り返るとあっという間に感じられ

る 4 年間だったが、この地域の日本語教育を巡る環

境は確実に変化したと言える。2009 年の大会開催時

にはこの地域で行われている日本語教育の現状は地

元で長年教えている教師でも把握しにくい状況にあ

った。しかし、今ではこれまでの活動が実を結び、

機関や教育段階を超えた教師の交流が活発になり、

この地域の多様な日本語教育について知ることが出

来るようになった。もともと学習者が日本語の勉強

を続けやすい環境づくりを目指して始めた活動だっ

たが、教師達がつながることで、その素地ができて

きたと感じる。今回の大会も、地元の先生方から「次

はいつトロントでやるんですか」という声を受け、

オンタリオの理事が大会実行委員となってトロント

で開催する運びとなった。内容に関してもこれまで

の地元での活動を生かせるよう計画した。 

大会では「カナダ・オンタリオ州における日本語

教育のアーティキュレーション向上を目指して

―CAJLE オンタリオ部会・J-GAP カナダの取り組み

―」と題した発表で我々の活動を紹介した他、地元

の教師による特別企画「オンタリオ州における日本

語教育」を二日間に渡り行った。この企画には 20

を超える日本語プログラムや関係団体から 40 名弱

の教職員が参加し、ポスター発表の形でオンタリオ

の日本語教育の現状や、各プログラムの内容につい

て紹介した。アンケート結果や企画参加者の声には

「様々な教育機関の情報を一度に共有でき有意義」

「自分の学校や他の機関の情報を集めたり、整理し

たりしたことがよかった」「またポスターの前に立つ

ことで色々な方と交流を図ることができてよかった」

「作成したポスターを他の機会に再利用し、プログ

ラムの紹介ができた」などがあり、それぞれに意義

を感じてもらえたようだ。何より「教師間・教育機

関の連携を目指して」という前回トロントで開催さ

れた時のテーマが、こうして教師たちの協働によっ

て形になったことを嬉しく思っている。 
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今号の「教師会情報」コーナーでは、ブリティッシュ・コロンビア(BC)州より JALTA 日本語教育振興会の活動をご紹介しま

す。ブリティッシュ・コロンビア州はカナダ西海岸（太平洋側）に位置し、日本からバンクーバーへは飛行機で8時間ほど、ト

ロントへはさらに西へ5時間かかります。同州は100年以上に渡る日本人移民の歴史があり、古くから日本語教育の盛ん

な地域です。― 編集部 

 

JALTA日本語教育振興会 

http://www.bcjalta.com/ 

馬目
ま の め

広三（JALTA日本語教育振興会会長） 

 

加盟校 13校、学習者数約 2200名の我々JALTA（日

本語教育振興会）は、カナダ政府 BC 州政府公認の

非営利事業団体として 1974 年に設立しました。加盟

校のほとんどが継承語学習者対象の学校で、中には

現地の日本語学習者を受け入れている学校もありま

す。来年で 40 年目を迎える JALTA は以下の三つの

事を柱として今日まで活動を行っております。 

 

１、 日本語教師の育成 

２、 日本語教育の振興 

３、 教材開発 

 

 一つ目の『日本語教師の育成』については、継承

語教育、日本語教育に関する理解を深めるための「日

本語教師研修会」と、教師自身の指導力・クラスマ

ネージメント向上を目的としたより実践的な「日本

語教師勉強会」の二通りの方向から育成をはかって

います。 

「日本語教師研修会」は JICA（国際協力機構）の

ご支援を頂き年に一度開催しています。この研修会

では BC 州の日本語教師に加え BC 州近郊の州から

の参加者も募り西カナダ全体で情報を共有していま

す。また三年に一度は東カナダのトロント新移住者

協会との合同研修会を行い、カナダ全土の継承語教

育の現状を把握する上での情報交換、相互理解も深

めています。 

この研修会の他、加盟校教師による「日本語教師

勉強会」を年に数度行っています。この勉強会では

研修会と異なり、より実践的な形での活動になりま

す。内容としては教材の作成・使い方、クラスマネ

ージメントなどをクラス別でグループに分かれ意見

交換を行います。グループの中にはベテラン教師、

経験の浅い教師が必ず入るようにしてそれぞれの立

場での解決方法を共に導き出していきます。 

 次に『日本語教育の振興』では、加盟校の学習者

が大勢の前で自分の作文、詩、既存の物語を暗唱す

る「お話発表会」を年に一度在バンクーバー日本国

総領館からゲストをお招きして行っています。前回

の第 15 回お話発表会では総領事ご夫妻がお越しく

ださいました。参加者は毎年各校から人選し、たく

さんの学習者に発表する機会を与えられるよう努め

ています。またこの活動により学習者の日本語学習

意欲と向上心を盛り立て、当地区の日本語教育の振

興をはかっています。 

 三つ目の『教材開発』では 1975 年に、カナダでの

継承語学習者に合わせた JALTA 独自の教科書作成

プロジェクトを立ち上げ、1 年生から 7 年生までの

教科書を作成しました。現在ではカナダ全土に渡り

販売をしています。 

JALTAでは前述しました三つの柱『日本語教師の

育成』『日本語教育の振興』『教材開発』を以上のよ

うな形で活動しそれぞれの学校、クラスで反映させ

ています。今後もこれらの取り組みを継続し発展さ

せていくとともに、新たな取り組みについても会議

を重ね BC 州での日本語教育を盛り上げていくつも

りです。 

 

http://www.bcjalta.com/
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学会・研修会情報 

 

カナダ西部の２州、BC州には BCATML（British Columbia Association of Teachers of Modern Languages. ニュースレター

41 号 p.13 参照）、アルバータ州には SLIC (Second Languages and Intercultural Council) という言語教師会があり、毎年

10 月にそれぞれ年次大会が開かれます。その SLIC の年次大会に参加された Alberta Japanese Teachers’ Association

会長のマッセルマン先生にダイジェストをお願いしました。― 編集部 

 

 

SLIC Conference 2013 

Corbin Musselman (Chair of the Alberta Japanese Teachers’ Association) 

 

    From October 25th to October 26th, 2013 second 

language teachers from across Alberta attended the annual 

Second Language and Intercultural Council conference in 

Canmore, Alberta.  The conference presented an excellent 

opportunity for educators to attend professional 

development sessions and also network with other second 

language teachers.  While there were several interesting 

sessions, the following sessions stood out to me: 

 

Speaker - Stacey Harper 

Session Title: Second Language Solutions – ADLC 

    Alberta Distance Learning Centre provides interactive 

and imaginative Second Language courses based on 

Alberta’s Curriculum.  This session introduced the various 

platforms used by ADLC to deliver long distance second 

language programs in Alberta.  ADLC delivers long 

distance education programs in Spanish, German, French as 

well as ESL.  Ms. Harper introduced how the program 

Imagine Learning is used to assist students with ESL 

learning. Several AJTA members attended this session to 

explore the possibility of adding Japanese to the list of 

language programs that can be offered via long distance 

education in Alberta. 

Speaker - Yoshimi Hirata 

Session Title: Marugoto & Marugoto Plus 

    Yoshimi Hirata is the Japanese-Language education 

advisor at Alberta Education representing the Japan 

Foundation.  Hirata-sensei introduced the new resource 

created by the Japan Foundation called “Marugoto” to 

teachers and provided connections as to how it can be used 

in the classroom.  Teachers were inspired by the new 

resource and throughout the session new methods of 

incorporating it into our lessons were explored.  In 

conjunction with the Marugoto.org website, this resource 

will surely assist Japanese teaching in Alberta. 

 

Speaker - David Bouchard 

    David Bouchard is an author of children’s books and a 

previous teacher/principal.  He has written over 74 books 

in English and French which relate to topics such as the 

environment and Canadian History.  Mr. Bouchard has 

also written books about Buddhist religiousity.  He spoke 

proudly about his Metis heritage and his presentation 

inspired teachers to appreciate the diversity that exists in 

Canada. 

 

 

 

 



CAJLE カナダ日本語教育振興会 ニュースレター 47 号 

 

15 

 

学校紹介 

 

来年の年次大会はモントリオールにて開催されます。ご存知のようにモントリオールのあるケベック州はフランス語が公用

語に定められ、州内の大学はフランス語系と英語系があります。今号はケベック州シェルブルックにある、英語系のビショ

ップス大学をご紹介いただきます。― 編集部 

 

ケベック州 ビショップス大学日本語プログラム 

日沢
ひ ざ わ

勝則（ビショップス大学 外国語学部日本語科主任） 

  

 ビショップス大学での日本語教育は 1988 年から

始まり、最初はただ単に初級の日本語のコースがあ

っただけですが、その後二年目、三年目の日本語コ

ースが増やされ、1996年から三年間日本交流基金の

援助を受け、少しずつ拡大していきました。その後

筆者が外国語学部の一員になり、日本語副専攻がで

き、また日本語が二ヶ国語を同時に履修する「外国

語専攻」の対象言語になっています。現在では毎年

日本の学生交換協定校に平均して 10 人の学生を送

り、卒業生の三、四人は、JET プログラムに受かる

ようになっています。 

 日本語科の特徴は、2003年から始めているチーム

ティーチングであると言えましょう。日本の協定校

からアシスタント（日本語教育課程在籍学生）を毎

年一人受け入れ、アシスタントと筆者がチームにな

って日本語を教えています。アシスタントにとって

は、これが長期教育実習というわけです。筆者の仕

事量が大幅に増えるもののチームになって教えるこ

との教育効果は相乗的で、極めて小さい大学から毎

年 10 人前後の学生を日本の協定校に交換留学生と

して派遣できるようになっています。 

 およそ日本とは関係のないような田舎の大学で日

本語や日本文化を教えるので、沢山の課外活動を用

意しています。日本語アカペラコーラス（これは筆

者の好み）、日本のテレビドラマ鑑賞、日本映画鑑賞、

日本語クラブ運営、日本週間（書道実演、尺八演奏）、

毎学期にする遠足、春のコーラス合宿・演奏会、シ

ュガーシャックでの親睦会、等々、盛りだくさんの

課外活動を用意しています。筆者の置かれている環

境では、一番大事なことは、学生の興味・動機づけ

を在学中維持し続けることだと考えています。これ

がうまくできないと田舎にある小さい一般教養の大

学では、日本語科の存続が危ぶまれます。 

 一年目は JLPT の N5に、二年目は N4に、そして

三年目は N3 に的を絞った課程となっていますが、

日本に留学してきた学生は、N2 まで実力が伸びるも

のも出ています。卒業生とも、緊密な交信があり N1

に合格した卒業生も出るようになっているこの頃で

す。また、日本での有給のインターン制度も整備さ

れ、今年で二年目に入っています。

 

 

リレー随筆 

「紙一重」に宿る未来 

平田好 

 

 平原州のご縁で、サスカツーンのクラスナイいず

みさん、ウイニペグの西川照香さん、そして私へと

バトンが回ってきました。 “Paris of the Prairies” 

と呼ばれるサスカツーン、カナダの臍・ウイニペグ。

そして、前号の「芋蔓」がつながったところは、花

のお江戸か江戸門頓か。ここエドモントンで冬を迎
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えるのも 3 回目となりました。すでに雪で真っ白に

なった街をながめながら、少々、昔話をさせてくだ

さい。 

1990年代半ば、私はある民間団体よりベトナム中

部の古都フエに派遣されていました。そのときの失

敗を振り返ると本当に恥ずかしくなります。学習者

に明確に指示が伝わらない教室活動、効果のないフ

ィードバック、学習者のプライドを傷つける言動

等々数えきれません。ひとつ、紙一重で失敗を免れ

た例があります。 

その教育機関は、各地から選抜された大学卒業生

を対象に 2 年間集中の日本語教育を行っていました。

運営費は日本の民間団体より提供され、授業料は無

料、奨学金付与という好条件でした。しかし「毎日

5 時間の授業、宿題、課外授業」についてこられな

くなる者が毎年 1－2名いました。そして当時、私た

ち教員は学習者全員を 2 年次修了までに日本語能力

試験 1 級（当時、ベトナムでは未実施。過去問で学

内試験を実施）合格レベルにすることを最大の目標

と考えていました。ある学年度終了時、2 年次進級

基準点に達しない学生がいました。規則上は落第で

すが、事実上の退学処分です。私たちが直面した初

めての事例でした。主任教員であった私は審議結果

を支援団体理事に連絡しました。別の都市に駐在す

る理事は「先生方のご判断はもっともである。彼の

進級によって、先生方にも同級生にも負担がかかる

ことはよくわかる。でも今回は特別に進級させられ

ないか」と言いました。「日本語教育のプロではない

理事には教室内の実際がわからない」等の声もあり

ましたが、2 年次に進級させました。その後の 1 年

間も決して成績は上がりませんでしたが、なんとか

卒業というかたちにはなりました。 

それから 10 年経ったある日のことです。隣国ラオ

スで仕事をしていた私の元に電話がかかってきまし

た。「先生、覚えていますか。○○です。フエではお

世話になりました。今、ビエンチャンに来ているの

ですが、お目にかかれませんか」。流暢な日本語で別

人かと思いましたが、まさに退学を免れた彼でした。

日本人の顧客をかかえる企業の経営者として市場調

査のために出張中とのことでした。私の職場を訪ね

てくれた彼は、高度な言語運用力のみならずビジネ

スパーソンとして洗練された立ち居振る舞いを身に

つけていました。これまでの日本語学習についても

聞き、眼から鱗が落ちる思いでした。同時に、修復

不可能となったかもしれない大失敗を直前で回避し

てくれた理事に心より感謝しました。 

教育の結果は短期間では計れません。現在の成功

は 10 年後の失敗かもしれません。今、失敗でも 100

年後の成功かもしれません。そして効果的な学習方

法は学習者によって異なります。学習への意欲、希

望に火をつけることは教師の大きな役割でしょう。

狭い分野のプロとして驕ってはいけないことも私は

この事例より学びました。そして教育者もまた学習

者です。教育への意欲が燃え上がり、希望が湧き上

がり、生き生きとした教育現場が世界中に広がるこ

とを願いつつ、各地での実践と研究から学び続ける

日々です。 

さてベトナムはラオスにつながりラオスはカナダ

につながり、平原州から伸びた「芋蔓」はケベック

州に達しました。以前、アルバータ州バンフにいら

した池田朋子さん、モントリオールからよろしくお

願いします。次号が発行されるころ、私はこの地を

離れているはずですが、カナダとのご縁はいつまで

も続きますように！ 

執筆者のプロフィール – 平田好（ひらた よしみ） 

東京都出身。早稲田大学教育学部卒業。同大学院修了。修士（国際関係学）。2000年、ベトナム日本人材協力センター開

設時、国際交流基金より派遣されて、日本語コース運営指導、教師研修を担当。国際交流基金日本語国際センター、ラオ

ス日本人材開発センター、海外技術者研修協会 AOTS日本語教育センター等を経て、2011年 5月よりアルバータ州教育

省日本語アドバイザー。 
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CAJLE 掲示板 

 

年次総会 

書記 岸本由紀 

 

2013年度の CAJLE 年次大会はトロント大学にて 8月 22 日、23日、24日の三日間に渡り開催され、年次総会は

22 日に行われた。各部署から 2012 年度活動報告及び、2013年度活動予定が発表され、会計報告、2014 年の理事

改選のリマインダーもあった。総会議事録は CAJLE ウェブサイト Member’s Area にてご覧いただけます。

http://www.cajle.info/ 

 

CAJLE 2013年度 上半期活動報告（2013年 6月～11月） 

書記 岸本由紀 

 

6 月 

 

7 月 6 日 

 

 

8 月 

8 月 10 日 

 

8 月 22 日～24 日 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 22 日 

 

 

10 月 

 

 

 

 

 

11 月 17 日 

 

広報部よりニュースレター46 号発行   

 

オンタリオ部会 「日本語学習を継続させる（Continuing Learning Japanese） 第 13 回」/ 於トロント大学 

CAJLE2013 特別企画ミーティング/ 於トロント大学 

 

ジャーナル編集部よりジャーナル 14 号発行 

 J-GAP 勉強会第 10 回/ 於トロント大学 

CAJLE2013 特別企画ミーティング/ 於トロント大学 

CAJLE2013 年次大会/ テーマ：「できる」を評価する―学びを支える教師の役割とは―/於トロント大学/ 

後援：Asian Institute at the Munk School of Global Affairs, University of Toronto; Center for International  

Experience, University of Toronto; Department of East Asian Studies, University of Toronto; Consulate- 

General of Japan in Toronto; The Japan Foundation; Japan National Tourism Organization (JNTO); Glico 

Canada Corporation; IACE Travel Inc.; Japan Communications Inc.; Mitsui Canada Foundation; Nippon Express Canada  

Ltd./基調講演・教師研修 I：鎌田修（南山大学）、教師研修 II・III：近藤ブラウン妃美（ハワイ大学マノア校）、特別講演:  

Dr. Michael Salvatori（The Canadian Association of Second Language Teachers） 

オンタリオ部会 CAJLE 年次大会 2013 特別企画「オンタリオ州における日本語教育」/ 於トロント大学 

 オンタリオ部会 CAJLE 年次大会 2013 にて実践報告「カナダ・オンタリオ州における日本語プログラムのアー 

ティキュレーション向上を目指して―CAJLE オンタリオ部会・J-GAP カナダの取り組み―」/ 於トロント大学 

 

発表企画部より CAJLE2013 年次大会 Proceedings の発行 

CAJLE 2014 年次大会に関する下記の報告があった。       

     日程： 2014 年 8 月 20 日（水）～8 月 21 日（木） 

  場所： ケベック州モントリオール市 

  会場： Best Western Ville-Marie Hotel & Suites 

  

J-GAP 勉強会第 11 回/ 於トロント大学 

http://www.cajle.info/
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教材紹介 

 

JF 日本語教育スタンダードに準拠した教科書『まるごと 日本のことばと文化』が国際交流基金より出版されました。オン

ライン資料も豊富です。また、教材集 CD「Fun with Words in Japanese」を出版されたレノビッチ祥子先生（ニュースレター

40号 p. 20参照）が新たにウェブサイト Fun Japanese を開設されました。今号ではこの二つをご紹介します。ぜひご活用く

ださい。― 編集部 

 

『まるごと 日本のことばと文化』 

倉沢郁子（国際交流基金トロント日本文化センター 日本語講師） 

     

『まるごと 日本のことばと文化』（以下『まるごと』）

は、JF日本語教育スタンダード準拠初のコースブッ

クとして開発された教科書です。去る 8 月に行われ

た CAJLE の年次大会でもご紹介させていただきま

したが、この教科書にはコミュニケーション言語活

動に焦点をあてた「かつどう」と言語知識に焦点を

あてた「りかい」の 2 冊があり、フルカラーの写真

やイラスト満載で、日本語・日本文化に興味のある

学習者の関心をさらに深め、楽しみながら勉強をす

すめていける教材です。学習目的に合わせて、「かつ

どう」・「りかい」のどちらか一冊だけお使いいただ

くこともできますが、日本語を総合的に学習したい

方には両方お使いいただくことをお勧めします。 

 今秋出版された入門 A1 は、各トピック 2 課、計

18 課の中に、学習者が遭遇しそうな場面を「にほん

ご」、「たべもの」、「まち」、「やすみのひ」等のトピ

ックでまとめ、「かつどう」では 50の「Can-do チェ

ック」、「りかい」では 25の「にほんごチェック」を

軸に構成されています。 

「かつどう」では、「Can-do チェック」で学習目標

を確認した後、音声教材を用いながらの関連語彙の

導入、そして聴解練習やペアで話す練習を通して、

語彙や文型の定着をはかります。「りかい」では、「に

ほんごチェック」で基本文を確認後、関連語彙や文

型を問題や会話の中で再度確認できるようになって

います。レッスンの最後には、学習者自身が自分の

学習プロセスや成果を実感できるよう自己評価をし

ます。 

『まるごと』の音声教材は、ウェブサイトより無

料でダウンロードが可能、また「まるごとプラス」

にある「やってみよう(Communication Activities)」の

動画ファイルを活用し、教科書や教室で学習した

「Can-do」を復習することもできます。「まるごとの

ことば」からは、各課の語彙リストがダウンロード

できますので、適宜、あわせてご活用ください。 

 

まるごと関連ウェブサイト 

 まるごと 日本のことばと文化：

http://marugotonihongo.jp/ 

『まるごと』教材の概要、音声ファイル（要ログイ

ン・無料） 

 まるごとプラス：http://www.marugotoweb.jp/ 

自習用動画ファイル、「せいかつと文化」動画、ひら

がな・カタカナ・漢字練習サイト 

 まるごとのことば：http://words.marugotoweb.jp/ 

『まるごと』各課の語彙リスト（ダウンロード可能） 

http://marugotonihongo.jp/
http://www.marugotoweb.jp/
http://words.marugotoweb.jp/
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Fun Japanese 

Sachiko Renovich 

 

"Fun Japanese" is a website of 

resources and links to help learners 

and teachers of Japanese.  On the 

home page, there is a collection of 

resources and lesson plans made over the years.  The 

links sections are divided into categories like hiragana, 

language, literature and travel.  I hope to expand the 

sections in the future.  The links sections include 

images of the websites and short descriptions to give 

students an idea about the websites.  In the Language 

Section, links to The Japan Foundation Kansai's Nihongo 

E-na website are often added because they give more 

detailed explanations about how to use the websites.  

Teachers are welcome to use the Fun Japanese Website in 

class and computer lab assignments, or to use the links as 

guides in adding to their own websites.  The main focus 

is for everyone, students and teachers, to "have fun" in 

learning about Japan and Japanese, and I myself have 

found many interesting websites in this journey of 

website creation.  Be sure to check out the Fun Section 

where you can learn how to create cute emoticons, make 

manga characters who talk in Japanese, and make 

certificates using Japanese.  There is also a companion 

site on Facebook where I hope to post updates about the 

Fun Japanese Website and share popular current events in 

Japan.  You will find the link on the home page.  

 

Fun Japanese Website - 

http://www.members.shaw.ca/renovich/funjapanese/inde

x.htm 

Fun Japanese Facebook - 

https://www.facebook.com/pages/Fun-Japanese-Website/

669213276422520 

 

 

国際交流基金コーナー 

 

Information on Commissioned Programs 

Jessica Carman (Programme Officer, The Japan Foundation, Toronto) 

 

     The Japan Foundation Japanese-Language Institute 

in Kansai is currently offering commissioned programs 

for non-profit educational organizations related to 

Japanese education which allows them to send students 

and teachers to Japan for intense learning of the Japanese 

language and Japanese culture. The programs are fully 

customizable based on each applicant’s needs budget. 

     The Institute has intensive experience with 

Japanese language training programs, and their programs 

are specially designed to help students utilize the 

Japanese language, deepen their understanding of 

Japanese culture and society, as well as offer an 

opportunity to reflect on their studies. All programs 

include a social element (social gathering, home visit, 

homestay, etc.) which allows the students the opportunity 

to interact with locals in Japanese and get a sense of 

accomplishment.  

     The programs can range from one to two weeks or 

long stays of more than three weeks, and are customized 

to meet the needs of the educational organizations. 

Participants are responsible for arranging their own 

airfare to and from the Institute and travel insurance, 

http://www.members.shaw.ca/renovich/funjapanese/index.htm
http://www.members.shaw.ca/renovich/funjapanese/index.htm
http://www.members.shaw.ca/renovich/funjapanese/index.htm
https://www.facebook.com/pages/Fun-Japanese-Website/669213276422520
https://www.facebook.com/pages/Fun-Japanese-Website/669213276422520
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however after arrival, the program fee includes Japanese 

lessons, excursions to other parts of Japan, advance 

payment of food/daily living expenses, use of the 

facilities at the Institute, assistance in receiving medical 

care, and submission of a report after completion of the 

program. In principle, all documents received from the 

Institute are provided in Japanese only. An English 

translation may be provided at extra cost. 

 

For more information on the commissioned programs, 

please visit http://www.jfkc.jp/en/training/contract.html 

 

 

国際交流基金関西国際センター受託研修のご案内 

ジェシカ・カーマン（国際交流基金トロント日本文化センター プログラム・オフィサー） 

 

国際交流基金関西国際センターでは海外の非営利

日本語教育機関からの委託を受け、日本語及び日本

文化を学んでいただくための研修を実施しています。

プログラムはご要望とご予算に応じたデザインが可

能です。 

関西国際センターは日本語研修に豊富な実績を有

し、日本語学習者に日本語を運用すること、日本文

化を理解すること、自分の日本語学習について考え

ることを重視した研修を企画しています。研修は日

本人との交流の機会（ホームビジット等）を含んだ、

学習者に達成感のある内容が可能です。 

受託研修期間は 1、2週間の短期研修から 3 週間以

上の長期研修まで、ご要望への対応が可能です。受

託可能な業務の範囲は、日本語授業、研修旅行、食

事手配、研修施設の使用、疾病時の病院への同行、

研修終了後の報告書作成となります。国際航空券と

海外旅行傷害保険の手続きは対象外です。関西国際

センターから提出する文書は原則として日本語のみ

です。英語での書類作成には別途翻訳料等が必要と

なります。 

 

関西国際センターの受託研修に関する詳細：

http://www.jfkc.jp/ja/contract/ 

 

 

着任のご挨拶 

 

田中香織（たなかかおり） プランニング・オフィサー 

皆さま初めまして。田中と申します。日本語教育の現状把握のための調査や、教師研修の企画実施等に携わらせてい

ただきます。これまで台湾の中等教育、日本の就学生・留学生教育、ポーランドでは当基金派遣専門家の立場で日本語

教育に携わって参りました。カナダでは各地の先生方にご教示いただきつつ、日本語教育振興のために微力ながら精進し

てまいる所存です。何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

Jessica Carman, Programme Officer 

  My name is Jessica Carman, and as of August 2013, I am proud to be a new Japanese Language Programme officer. I am 

a recent graduate from Ottawa, having obtained my B.A. from Carleton University and my certificate in Event Management 

from Algonquin College. I began studying Japanese in high school, and continued throughout university, including a study 

year abroad in Japan. I am very excited to now work in the administration of Japanese language courses. 

http://www.jfkc.jp/en/training/contract.html
http://www.jfkc.jp/ja/contract/
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編集後記 

◆カナダはすでに吹雪に襲われ、長い冬に突入しました。3 ヶ月前、トロント大学の一室でうだるような暑さの中発表を

聞いていたのが嘘のようです。オンタリオ部会特別企画ポスター展示では、カナダ総人口の 3 分の 1 が集中するオンタ

リオ州で行われる多種多様な日本語教育の現状が明らかになりました。この地で教える私にとっては、自分の学生が入

学前に授業を受けていた高校科目コースや高校単位コース（平日の夜・週末の朝に集中的に開かれる）、また継承語

学校のカリキュラムなど、プレースメントに役立ちそうな知識を多々得ました。また、学生が卒業後よくお世話になる生涯

教育機関の日本語コース内容についても知り、更には年少者向け日本語（継承語）グループの各地での広がりにも興

味を持ちました。ちなみに、オンタリオを含めカナダの大学はほとんどが公立、一般的に授業は年間 24 週から 26 週と

短く、その限られた時間数で皆熱心に学んでいます。留学生を受け入れる日本の教育機関の方々にもこうした状況を

知っていただける良い機会になったのでは思います。さて、次回開催地はケベック州モントリオールに決定。仏語圏で

の初開催を今から楽しみにしています。（安袁岐＠王町） ◆「2013 年流行語大賞」、候補入りした言葉の中に某ドラマ

で話題になった「倍返し」が目に留まった。ドラマでは復讐を宣言する時の主人公の決まり文句に用いられていたが、あ

る意味非常に前向きな言葉である。英語の revenge が日本語で「今度こそ」という感覚で使われるように。個人的には、

今年できなかったことを来年は「倍返し」と前向きに考えたい！皆さまにとっても生産的な一年になりますように。（阿倍

＠威廉城） ◆50 年前の 11 月、ケネディ大統領が暗殺された。その同じ日に、NHK テレビの衛星中継が開始され、第

一報がこの衝撃的なニュースであった。あの時私は中学生。茶の間で見た画面とアナウンサーの声に、わけもわからず

全身が震えるようだった。時は過ぎ、ケネディ家唯一残ったキャロライン氏が この度駐日大使に就任した。馬車から降

りる姿を見て、何か哀しく暖かく、この半世紀のことを思い返した。50 年、大変でしたね。私も。（耳子＠山 A） 

 

 

CAJLE ニュースレター編集部ではコメントや日本語教育に関するご意見など皆様からの投稿を歓迎します。お気軽に編集部

CAJLE.PR@gmail.com までメールをお寄せ下さい。 

CAJLE newsletter editorial board welcomes comments and opinions that address issues related to Japanese language education. 

Please email us at CAJLE.PR@gmail.com 

 

  

mailto:CAJLE.PR@gmail.com
mailto:CAJLE.PR@gmail.com
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会員規定 - Membership 

 

カナダ日本語教育振興会は、カナダにおける日本語教育の発展

と向上を目指す非営利組織です。日本語教育に関心のある方な

らどなたでも会員として登録することができます。 

 

 

会員特典 

- カナダの日本語教育情報満載のニュースレター(年２回発行） 

- 日本語教育関係の各種ご案内 

- 年次大会、勉強会、その他の催しの参加費割引 

-  CAJLE年次大会での研究発表資格 

- The Canadian Association of Second Language Teachers 

(CASLT) 会員登録の割引適用：年会費 $15 （通常年会費

$45） 

 

会費年度 

毎年 6月１日から翌年 5月 31日まで。 

 

 

年会費 

一般会員 ＄45 CA 

3年(一般)会員 ＄120 CA 

学生会員 ＄30 CA 

組織会員 (4名まで) ＄120 CA 

 

CAJLEホームページのメンバーシップページ（”About us”内）よ

り、オンラインにてお申し込みいただけます。 

小切手もしくは銀行振込によるお支払いをご希望される方は、会

員申込書をご記入の上、メールまたは郵送でお送りください。 

申込書、お支払い方法についてはホームページをご覧ください。

http://www.cajle.info 

 

 

申込先：   

Canadian Association for Japanese Language Education (CAJLE) 

P.O. Box 75133, 20 Bloor St. East, Toronto, Ontario, M4W 3T3, 

CANADA 

 

 

※連絡先の変更： 住所およびメールアドレス等の変更があった

場合にはこちらまでお知らせください。cajle.kaikei@gmail.com 

 

 

 

 

CAJLE is a non-profit organization which actively promotes 

Japanese language education in Canada. We welcome everyone 

who is interested in Japanese language education.  

 

CAJLE membership entitles you to: 

CAJLE membership entitles you to: 

- Receive the CAJLE Newsletter full of information about 

Japanese Language Education in Canada (two issues 

annually) 

- Receive various announcements related to Japanese 

education via email. 

- Attend the CAJLE annual conference, workshops and other 

related events at a reduced rate. 

- Present research at the CAJLE annual conference  

- Special rate for The Canadian Association of Second 

Language Teachers (CASLT) membership. (Affiliate Individual 

Membership is $15, instead of Regular Individual 

Membership $45) 

 

Term of Membership: 

Memberships start every June and continue through May of the 

following year.  

 

Membership Fee: 

Regular Membership $ 45 CA 

3 years Membership $ 120 CA 

Student Membership $ 30 CA 

Institutional Membership (up to 4 members) $ 120 CA 

 

How to Join: 

tƭŜŀǎŜ Ǿƛǎƛǘ ƻǳǊ ǿŜōǎƛǘŜ ŀƴŘ ƻǇŜƴ άMŜƳōŜǊǎƘƛǇέ ǇŀƎŜ ǘƘǊƻǳƎƘ 

ά!ōƻǳǘ ǳǎέΦ tƭŜŀǎŜ Ŧƛƭƭ ƻǳǘ ǘƘŜ ƻƴƭƛƴŜ ŦƻǊƳ ŀƴŘ ŎƻƳǇƭŜǘŜ ǘƘŜ 

payment procedure through paypal. 

For those who wish to pay by personal check or bank transfer, 

please fill out the application form (available on www.cajle.info ) 

and mail or email it with the appropriate membership fee. 

 

Mail to:  

Canadian Association for Japanese Language Education (CAJLE) 

P.O. Box 75133, 20 Bloor St. East, Toronto, Ontario  M4W 3T3, 

CANADA  

 

Please notify us at the following email address if your contact 

information changes:  cajle.kaikei@gmail.com 

http://www.cajle.info/
mailto:cajle.kaikei@gmail.com
http://www.cajle.info/
mailto:cajle.kaikei@gmail.com

